第6章 モデル分析

国１が日本、国２が中国とし、以下の記号を用いる。
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このとき、現在の中国における被害関数
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は以下の式で表せる。
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また、現在の日本における被害関数
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は以下の式で表せる。

　　
[image: image13.wmf])

)

(

(

1

0

2

2

2

0

1

0

1

1

S

S

S

T

S

D

D

-

-

+

=

　　　　　 （6.2）

次に費用関数を考える。

現在の中国の費用関数
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現在の日本の費用関数
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と表せる。

これらより導かれる現在の中国と日本の限界被害額（MD）と限界費用（MC）の関係を図６．１に示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　図６．１

中国側について、
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を考える。

上記の式より、
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             （6.5）
が導かれる。

これは、限界被害＝限界削減費用となることを示す。

次に日本側について見る。
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上記の式より、
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が導かれる。

次に日本が将来的な越境汚染を防止するために、中国と協力して、中国国内の汚染物質を削減する場合を考える。

日中で協力して削減する量を
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とする。
このときの費用は
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とし、これには日本側の負担額・中国側の負担額ともに含まれる。

協力の割合は日：中＝α：（1－α）とおく。

このとき、中国の新たな被害関数
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と日本の新たな被害関数
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は以下の式となる。
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（6.7）
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（6.8）
一方、各国の費用関数は以下の通りとなる。
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（6.9）
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（6.10）
ここで、それぞれの国のD＋Cを最小化する。
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より、
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（6.11）
中国の限界被害＝中国負担分の限界費用
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（6.12）
日本の限界被害＝日本負担分の限界費用

ここから、
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（6.13）
がわかる。

これは1単位協力して削減することによる両国の限界被害の和が両国の限界費用の和に等しいことを示す。

これを満たす
[image: image43.wmf]r
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が最適点となるはずである。
この3式をまとめたのが以下である。
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式（6.11）が示す均衡点は図の点F、式（6.12）が示す均衡点は図の点Dで示される。また、式（6.13）が示す均衡点は図の点Bで示される。それに対応する排出量　が、日本と中国双方にとって最適な中国の排出量である。

次にこの場合の各国の削減量および費用を下図で見る。　
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日本の場合

日本が排出する量は変化しない。

中国で行う削減量は　
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被害の減少分は　　　図の青い部分
費用の増加分は　　　図の黄色い部分
である。

緑色の部分は削減された被害―削減費用であり、相殺されている。

中国の場合。

排出量は
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→
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’
被害は図の四角形　　　から四角形　　　へ変化。

費用は図の三角形　　　から三角形　　　へ変化。

よって、日本と協力して削減することによる追加的な被害は　　　、それに対する費用は　　　となる。
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